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SLIDE 6.015

土砂層
（砂質土層）

岩盤層
（不動地盤）

たいそうな大雨の時にも
崩壊しなかったので、
水位・水圧条件としては
満水状態と仮定する

（２）直接計測すれば、ｃもφも同時に得られる

　2.1　不撹乱試料採取による三軸圧縮試験
　　　　　　良い解決策のようでいて、最も困難な解決策

　　　　　（ちょっとした斜面問題にここまでやる人がいないのが理由）

　2.2　原位置で、土層強度検査棒で計測する

　　　　　　現実的解決策。土研が開発した技術なのでそれなりにお墨
　　　　　　付きがあるとも言えるが、新しいものに対する有識者のアレ

　　　　　　ルギーを緩和する配慮は必要かも。

不動地盤の地盤定数の推定を
厳密に行う必要はない。小さな
安全率となるような滑りが入り
得ないような大きな値を入れて
おけばよい。
→不動地盤の土質強度に拘る
　のは実に不毛

直接計測すれば、いとも簡単に問題は解決できる！

①先端コーンを装着し圧入
　　　（手の感触で計測深度まで入れる）

②先端コーン装着状態でトルク計測
　　　　（ロッドと孔壁の摩擦補正用）

③ベーンコーンに交換し再挿入
　　　　（計測深度の孔底までおろす）

④上載荷重をかけてトルク計測
　　（段階的に荷重を変える）

上載荷重＝0も計測
　　（実際にはロッド荷重あり）

時刻

天候

1

2

3

4

5

6

※To：先端コーンでWc=0（荷重なし）の場合の最大回転トルク（ロッドと孔壁の摩擦）（N・m）、ｎ：全ﾛｯﾄﾞ数から最初のロッド
（450mm）を除いた本数、WN：荷重計の読み（N)、TN：ベーンコーンでWNの荷重の場合の最大回転トルク（N・m）、Wvc=WN+（ｍ

0+nm1）g、Tvc=TN-To、g：標準重力加速度　9.81m/s
2
　（土木研究所資料第４１７６号　土層強度検査棒による斜面の土層調査

マニュアル（案）より）

経験式法　σ＝2.4×102
Wｖｃ（N/㎡）、τ＝1.5×104

Tvc（N/㎡）

#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

200 2.20 209.52 1.9 50.28 28.50

150 1.80 159.52 1.50 38.28 22.50

100 1.70 109.52 1.40 26.28 21.00

4.50

50 1.20 59.52 0.90 14.28 13.50

（ｋN/㎡） （ｋN/㎡）

0.50 m 0.3 2

0 0.60 9.52 0.30 2.28

TVC σ τ

（ｍ） （N・ｍ） （本） （N） （N・ｍ） （N) （N・ｍ）

測定深度 T0 ｎ WN TN WVC

ベーンコーンと羽根高H(m) 0.025 回転速度゜/分 60 地下水位（GL-) 未確認

擁壁上端部の平地：先端コーンのみで最大0.9ｍ貫入。複数の点の計測で0.5～0.9ｍ

先端コーンと450mmロッドの合計質量ｍ0 0.33ｋｇ 3.237N 500mmロッド質量ｍ1 0.32ｋｇ 3.139N

晴

経験式による粘着力ｃｄｋ’= 5.5kN/㎡ 経験式による内部摩擦角φdk'= 25.4゜ 重力加速度 9.81(m/s2)

測点番号 No.1 深度 0.50 m 試験者（所属） 太田英将・美馬健二

ベーンコーンせん断試験（経験式法Ver.2）
調査件名 宝塚市雲雀丘１丁目9 試験年月日 平成24年3月27日 12:20

（Y切片）

※近似曲線の追加により、「線形近似」を選択し、数式を表示させる

　　（直線の傾き）

経験式による粘着力ｃｄｋ’= 5.5kN/㎡ 傾き（tanφdk'）= 0.475 経験式による内部摩擦角φdk'= 25.4゜

y = 0.475x + 5.5152
R² = 0.95
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（２）土層強度検査棒で直接計測すればｃもφもわかる

土層強度検査棒の強度計測はこうやる
　　　　　　　　きわめて簡単！
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http://www.ohta-geo.co.jp/dokenbou/dokenbou.html


FS (deterministic) = 2.176
FS (mean) = 2.218
PF = 3.500%
RI (normal) = 1.790
RI (lognormal) = 2.506
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FS (deterministic) = 2.176
FS (mean) = 2.218
PF = 3.500%
RI (normal) = 1.790
RI (lognormal) = 2.506

sandy fill
Unit Weight: 18 kN/m3
Strength Type: Mohr-Coulomb
Cohesion: 5.5 kPa
Friction Angle: 25.4 degrees
Water Surface: Water Table
Custom Hu value: 1

Rock
Unit Weight: 20 kN/m3
Strength Type: Mohr-Coulomb
Cohesion: 500 kPa
Friction Angle: 45 degrees
Water Surface: Water Table
Custom Hu value: 1

Material Name Color
Unit Weight

(kN/m3)
Cohesion

(kPa)
Phi (deg)

sandy  ll 18 5.5 25.4

Rock 20 500 45

Method: ordinary/fellenius
Factor of Safety: 2.176
Center: 5.683, 2.970
Radius: 1.273
Left Slip Surface Endpoint: 4.464, 2.600
Right Slip Surface Endpoint: 5.537, 1.705

Safety Factor
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Factor of Safety - ordinary/fellenius

Hilighted Data = Factor of Safety - ordinary/fellenius < 1   (35 points)

SAMPLED: mean=2.218 s.d.=0.6804 min=0.5635 max=4.457  (PF=3.500% RI=1.79008, best fit=Beta distribution)

破壊確率
3.5％

非破壊確率
　96.5％

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

0 1 2 3 4 5

sa
n

dy
 fi

ll 
: C

oh
es

io
n 

(k
N

/m
2

)

Factor of Safety - ordinary/fellenius

Hilighted Data = Factor of Safety - ordinary/fellenius < 1   (35 points)

Correlation Coefficient=0.989867, alpha=-0.792203, beta=2.88925 (All Data)

c<2.2

Fs<1.0
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Factor of Safety - ordinary/fellenius

Hilighted Data = Factor of Safety - ordinary/fellenius < 1   (35 points)

Correlation Coefficient=-0.00438574, alpha=25.4108, beta=-0.0123139 (All Data)
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Factor of Safety - ordinary/fellenius

Hilighted Data = Factor of Safety - ordinary/fellenius < 1   (35 points)

Correlation Coefficient=-0.128216, alpha=18.4422, beta=-0.18691 (All Data)

順計算で安定計算でき、斜面の安定性評価ができる

「仮定」が入り込む余地が無い！

地盤定数のばらつきを考慮すれば、もう少し高級感があることができる

破壊確率3.5％
すなわち
96.5％の確率で
壊れない

安全率Fsと粘着力ｃは
強い正の相関がある

ｃ＜2.2kN/㎡でFs<1.00

安全率Fsと内部摩擦角φは相関がない 安全率Fsと単位重量γは相関がない

安全率ヒストグラム 安全率－粘着力相関図

安全率－内部摩擦角相関図 安全率－粘着力相関図

ohta
取り消し線

ohta
タイプライターテキスト

ohta
タイプライターテキスト
単位体積重量
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SLIDE 6.015

土砂層
（砂質土層）

岩盤層
（不動地盤）

たいそうな大雨の時にも
崩壊しなかったので、
水位・水圧条件としては
満水状態と仮定する

（１）従来のSS試験、簡易貫入試験、もちろん標準貫入試験も

　→（換算）N値　
　→さらに内部摩擦角φ換算

　→c=0（問答無用の大前提）、φ＝35゜（となったとしましょう）

　→上記条件で安定計算するとFsmin＝0.192（お～まいがっ！）
　→逆算でFs=1.0となるｃを探し出す（これが安定計算と言えるか？）

不動地盤の地盤定数の推定を
厳密に行う必要はない。小さな
安全率となるような滑りが入り
得ないような大きな値を入れて
おけばよい。
→不動地盤の土質強度に拘る
　のは実に不毛

この珍解析が延々と繰り返されてきた。これは茶番だ！

C=0での計算結果 C=1とした際の計算結果

Fs=0.192(!!)
この形はなんだ!!

Fs=0.735(!)
円弧形状はOK

φは上載荷重の作用によって強度発揮をするパラメータ

なので、ｃ＝0条件下だと、最も薄い厚さの滑りの安定性

が最も低くなるのは自明。

茶番計算としか言えない！

　　しかし、基準書のとおりにうやるとこうなる!!!

少し熟練してくると、ｃ＝1kN/㎡をテクニックとして使う

ようになる。

少し実際的な基準書。

それでも原則ｃ＝0だから結果は同じ問題が残る。

表層をかすめる滑りが報告書に載っていたら、初心者の

仕事と評価し、再検討する必要がある。

（１）従来のSS試験、簡易貫入試験、標準貫入試験

得られる強度は
φのみ（c=0)
ｃのみ（φ=0)
のいずれか

順計算での安定解析は不可能！
茶番だ！
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FS (deterministic) = 1.126
FS (mean) = 1.348
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FS (deterministic) = 1.126
FS (mean) = 1.348
PF = 30.800%
RI (normal) = 0.625
RI (lognormal) = 0.555

ordinary Sand30
Unit Weight: 18 kN/m3
Strength Type: Mohr-Coulomb
Cohesion: 2 kPa
Friction Angle: 35 degrees
Water Surface: Water Table
Custom Hu value: 1

Rock
Unit Weight: 20 kN/m3
Strength Type: Mohr-Coulomb
Cohesion: 500 kPa
Friction Angle: 45 degrees
Water Surface: Water Table
Custom Hu value: 1

Method: ordinary/fellenius
Factor of Safety: 1.126
Center: 5.783, 3.070
Radius: 1.389
Left Slip Surface Endpoint: 4.476, 2.600
Right Slip Surface Endpoint: 5.538, 1.703

Material Name Color
Unit Weight

(kN/m3)
Strength Type

Cohesion
(kPa)

Phi (deg) Water Surface Hu Type

Rock 20 Mohr-Coulomb 500 45 Water Surface Constant

ordinary Sand30 18 Mohr-Coulomb 2 35 Water Surface Constant

Safety Factor
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Factor of Safety - ordinary/fellenius

Hilighted Data = Factor of Safety - ordinary/fellenius < 1   (308 points)

Correlation Coefficient=1, alpha=-1.27703, beta=2.91103 (All Data)

Factor of Safety
- ordinary/fellenius

ordinary Sand30 :
Cohesion (kN/m2)

0.993237 1.61431
0.993534 1.61517
0.995041 1.61956
0.995904 1.62207
0.997737 1.6274
0.998404 1.62935

1.0006 1.63572
1.00202 1.63988
1.00626 1.6522
1.00825 1.658
1.0085 1.65874

1.00858 1.65898
1.00989 1.66279
1.01026 1.66386
1.01077 1.66536

Fs=1.0

c=1.63kN/㎡

順計算での安定解析は不可能！・・・なので逆解析

仮の粘着力を与えて・・・

粘着力の値をばらつかせて計算してみると・・・

ある値より粘着力が小さくなると、Fs<1.0となる

ｃ＝1.63kN/㎡が逆算される

ｃ＝1.63kN/㎡、φ＝30゜で、Fs=1.00となるが
　　　　　　　　　　　　・・・っで、これが何なの？

茶番だ！

「仮定」の受け入れしか解決の道が無い！



現存斜面や既存擁壁

の安全性・危険性を

評価してくれと依頼

された時、どうやって

解決していますか？

ohta
タイプライターテキスト
ボーリングして、N値からc=0としてφを算出し、安定計算するとFs<<1となるので、Fs=1.00として逆算するなどという意味のないことをしてませんか？それは決して「健全度調査」になりません。

ohta
タイプライターテキスト
適正な地盤強度を得て、適正な安定計算を順計算で行って、そのうえで適正な評価をしなければなりません。健全度調査で逆算を使うこと自体が矛盾した行為なのです。

ohta
タイプライターテキスト
従来は、こうしたやりかたを「安全側」としていました。しかし、安全なのはコンサル側であって、顧客にとってはちっとも安全ではありません。「過大」なのです。




